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「移行期医療支援センター」と連携する、小児リウマチ担当拠点病院 

の設置・併設に資する基礎資料作成 

 

  研究分担者 森 雅亮  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科生涯免疫難病学講座 寄附講座教授 

        宮前多佳子 東京女子医科大学病院膠原病リウマチ痛風センター・小児リウマチ科 講師 

 

 

研究要旨 

移行期班独自の取り組みとして、当初 2019年度から 3 年間で、小児リウマチを専門的に扱う施設が存在し

ない「小児慢性特定疾病児童成人移行期医療支援モデル事業」施設と連携する分野別拠点病院を設置する

ためにその基礎資料を作成することを成果目標とし、2019年度は「モデル事業実施機関 11施設へ小児リ

ウマチ疾患の対応につきアンケートを実施する」ことで研究を開始した。 

しかし、このモデルは試験的な位置づけとして一時的に設置されたものであることが判明したため、アン

ケートの対象を、自治体ごとに設置された「移行期医療を総合的に支援する機能（移行期医療支援センタ

ー）」に切り替えたが、難病診療連携拠点病院に相当する移行期医療支援センターが設置された自治体は、

現段階（2020年 3月時点）では 3 自治体に過ぎないことが明らかになった。 

以上から、当初の計画を変更し、2020-2021年度の 2年間で以下の研究活動を行うこととした。 

2020年度は、移行期医療支援センターを既に設置している 3自治体（千葉県、埼玉県、大阪府）と本年度 

予定している 4自治体（東京都、神奈川県、静岡県、長野県）に、小児リウマチ疾患の対応につきアンケ 

ートを実施し、また先行している他の小児科分科会に対して移行期の取り組みの聞き取り調査を行う。 

2021年度は、上記アンケート結果をもとに、移行期医療支援センター未設置の自治体向けに、分野別拠点 

病院設置のための基礎資料を作成する。その結果、今後都道府県に設立予定の「移行期医療支援センター」 

に、分野別拠点病院としての小児リウマチ担当施設を設置・併設するための基礎資料を作成することを目 

標にすることとした。 

 

A.研究目的 

「小児慢性特定疾病児童成人移行期医療支援モデ

ル事業」施設に小児リウマチを専門的に扱う施設が

存在しないため、分野別拠点病院設置のための基礎

資料を作成すること。 

 

B.方 法 

当初、年度毎の目標を具体的には以下のように設定

した。 

2019 年度：モデル事業実施機関 11 施設へ小児リ

ウマチ疾患の対応につきアンケート実施 

2020年度：アンケート結果をもとに、分野別拠点

病院設置の必要性を検討 

2021年度：必要性に応じ、分野別拠点病院設置の

ための基礎資料を作成 

2019年度は、「小児慢性特定疾病児童成人移行期医

療支援モデル事業」へアンケートを行うべくモデル

事業の骨子および成果を検討することとした。 

 

C.結 果 

「小児慢性特定疾病児童成人移行期医療支援モデ

ル事業」11施設へ、小児リウマチ疾患の対応につき

アンケート実施を行う予定で進めていたが、このモ

デルは試験的な位置づけとして一時的に設置され

たものであることが種々の調査で判明した。このた

めアンケートの対象を、自治体ごとに設置された

「移行期医療を総合的に支援する機能（移行期医療

支援センター）」に切り替えたが、難病診療連携拠

点病院に相当する移行期医療支援センターが設置

された自治体は、現段階（2020年 3月時点）では 3

自治体に過ぎないことが明らかになった。 

 

D.考 察 

以上から、当初の計画を変更し、2020-2021年度の

2年間で、以下の研究活動を行うこととした。 

2020年度：移行期医療支援センターを既に設置して

いる 3自治体（千葉県、埼玉県、大阪府）と本年度

予定している 4自治体（東京都、神奈川県、静岡県、

長野県）に、小児リウマチ疾患の対応につきアンケ

ートを実施し、また先行している他の小児科分科会

に対して移行期の取り組みの聞き取り調査を行う。 



 

38 

2021年度：上記アンケート結果をもとに、移行期医

療支援センター未設置の自治体向けに、分野別拠点

病院設置のための基礎資料を作成する。その結果、

今後都道府県に設立予定の「移行期医療支援センタ

ー」に、分野別拠点病院としての小児リウマチ担当

施設を設置・併設するための基礎資料を作成する。 

 

E.結 論 

各都道府県に設置された難病診療連携拠点病院と

比較して、移行期医療支援センターのシステム作り

は全く整備されていない現状が把握できた。2015～

2016年度厚生労働科学研究「若年性特発性関節炎を

主とした小児膠原病の診断基準・重症度分類の標準

化とエビデンスに基づいたガイドラインの策定に

関する研究」において全国調査を行った結果に作成

し、日本小児リウマチ学会 HP で公開した「小児リ

ウマチ中核施設」ネットワークを現状に即して改良

し、これから設置・併設する移行期医療支援センタ

ーと有機的に結合させることが肝要だと考えてい

る。 
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